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東濤会だより
東日本を襲った激震と巨大津波・Ｍ９．０

【被災地への慰問・東濤会メンバーへ米や味噌、牛乳など】
３月１１日午後、東北から関東にかけての東日本一帯が激震に襲われた。マグニチュード９・０。そして途方も無く巨大な津波が太平洋沿岸の港や街を次々とのみ込んでいった。

住み慣れた家屋はもとより役所や学校、病院も、工場や農地も、飛行場さえもひとのみにされた。つい今しがた前の面影は跡形も無い。見渡す限り瓦礫で埋め尽くされた。まさに壊滅的。電気、ガス、水道、通信網などのライフラインや道路、鉄道網もずたずたに寸断された。

[image: image2.bmp]１万５千人が命を落とし、１万人ちかくが行方不明という。福島では、こともあろうに原子力発電所が直撃を受け、放射性物質の放出という重大事故まで発生している。
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日本中を震撼させた未曾有の大災害。被災地が広い範囲に及び、東濤会メンバーも大なり小なりの被害を受けた。

とりわけ宮城県に住むメンバーの安否が心配され、関東地区の方々から状況確認の問い合わせが殺到した。

幸い命にかかわる被害はなかったが、自宅が浸水したり、ライフラインを断たれ、避難生活を余儀なくされた会員もいる。

我々の山形も停電やガソリン不足、食料不足に見舞われ、身動きの取れない日々が続いた。この間、３０数人の有志から支援金提供の後押しがあり、漸く３月２６日、仙台近辺のメンバーへガソリンと食料品を届けることができた。

この日は三浦剛君と共に山形市内で米や味噌、豆腐、納豆、牛乳、醤油といった食料品を手当たり次第に買い漁り、連絡の取れた７人の自宅を訪ねた。

まだまだ落ち着かない状況ながら、皆さんから大変、喜んでいただき、ある奥さんからは「牛乳を口にするのは何日ぶりかしら」といった言葉も頂戴した。

当初、連絡の取れなかった多賀城市在住の渡辺宏君ともお会いすることができた。渡辺君の自宅は１階が浸水し、車は流されていた。

３月３０日に安部忠明君と再度、訪問したが、地震と津波の恐ろしさを目の当たりにし、言葉が無かった。復興はこれから何年掛かるか分からない。１日も早く復旧が進むよう願うばかりである。（鈴木正朗）
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東根市松沢・阿部宇一郎君

【藩政時代からの旧家・自宅裏でサクランボ栽培】
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子供の日の５月５日、東根市松沢の阿部宇一郎君を訪ねた。松沢地区は果樹王国・東根市の北西部。集落の北側を白水川が流れ、最上川も近い。国道１３号を北上し、六田地区の信号を左折してどこまでも西へ向かえば突き当りの集落が松沢地区だった。周辺には水田や果樹畑が広がる静かな田園地域。桜の花は終わっていたが、サクランボの花は満開だった。
阿部君の自宅は築３００年の住宅に手を加えながら住んでいるという。母屋の大きな屋根に家紋の「違い鷹羽」がしるされていた。向拝（ごはい）が２つ配された屋根で家族が出入りする玄関と、代官所の役人を迎える玄関が区別されていたらしい。

おじゃまするきっかけとなったのは今年１月３日、ホテルキャッスルで開かれた「道の会」総会だった。事務局から「今日は珍しい人が出席してくれた」と連絡を受け、紹介されたのが阿部君だった。

これまで東濤会や「道の会」の集まりに出席する機会がなかったと言うだけに、ほぼ５０年ぶりの再会。当然、顔見知りは少ない。同じテーブルでも「誰だろう？」と分からない人が多かった。総会の司会を務めた特権で“自己紹介”を兼ねてあいさつをしてもらい、山大附中出身の阿部君であることが分かった。

　阿部君は当初、地元の長瀞小学校に入学したが、お父さんが山大附中の先生であったことから、小学３年生から山形に移り住み、附属小・中学校を卒業したという。大学は東京農工大。府中の農学部を卒業した後、埼玉県の種畜牧場で優秀な種豚の育成や改良に努め、若い頃はアメリカ・ミネソタ州で全米のグランドチャンピオン種雄豚を落札し、専門誌の表紙に載ったこともある＝写真右。
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種畜牧場では養豚経営等を学ぶため全国各地から集まってくる研修生の指導にもあたり、技術指導の要請も少なくなかった。今も自宅裏で手掛けるサクランボ栽培の傍ら、技術指導の依頼を引き受けて出掛けることがあるという。

東濤会で農業畑を専門としてきた人は数少ない。どうしても会って話を聞きたくなった。もちろん東濤会だよりに登場してもらうためでもある。早速、連絡を取ったところ、最初は固辞された。しかし、こちらは山辺生まれの頑固者。断られれば断られるほど会いたくなる性分だけに、阿部君も諦めざるを得なかったのだろう。５月５日の訪問を承諾してくれた。

　編集委員の小笠原英雄君を伴って山形を出たのは午前９時半過ぎ。山形中央ＩＣから高速道路を利用すると東根までは２０分足らず。松沢地区の集落に入ったところで携帯から電話を入れると、自宅前で待っていてくれた。

　埼玉の種畜牧場は大学の先輩が創設した会社。種豚、種鶏などの育種改良を中心に種豚生産・販売、肉豚の生産・流通から精肉・加工品の販売まで一貫経営を実現した。牧場で受け入れる研修生には「土と家畜を良く知り、地に足をつけた現場主義を最優先に考える」ことを徹底させる。そして「自分が生産したものは自分で付けた値段で売れ」と強調する。

　アメリカの専門誌に掲載されたのは１９６８（昭和４３）年。「日本の埼玉県から来た阿部宇一郎という若いバイヤーがミネソタ州オースチン市で開催されたナショナルバローショウ（全米肉豚・種豚共進会）において、ハンプシャー種のグランドチャンピオン雄豚を６，２５０㌦（２２５万円）で買い付けた」ということで話題になり、地元の新聞に載った。さらにハンプシャーの専門誌に写真入りで紹介された。

ハンプシャーは当時、種豚の代表的な品種。そのグランドチャンピオン雄豚を導入するあたりは種豚の育種、改良に向けた阿部君らの情熱が伝わってくるエピソードでもあったことだろう。当時、阿部君は２６歳、１㌦３６０円の時代だった。落札価格が全米の史上第２位の価格でもあったという。

　このほか大学時代に熱帯農業研究会を作ってロマンを求めたり、昨年は宮崎県の口蹄疫問題で心を痛めた話などを熱っぽく語ってくれた。（鈴木正朗）
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レマン湖畔の花だよリ
[image: image10.bmp]　スイス・レマン湖畔のピュイに住むプルス雪子さんが上山小学校（昭和２９年）卒業生の交流ブログに素敵な花便りを掲載しています。

４月下旬から５月上旬にかけてはマロニエ、ユダ、リラ（ライラック）、タニウツギ、ギョリュウ（タマリスク）、シャクナゲの花を次々と紹介してくれました。その中の主な花を転載させていただきました。
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一つはローザンヌにあるオリンピック博物館のシャクナゲです。ローザンヌは雪子さんが住むピュイのすぐ近く。国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）の本部が置かれ、オリンピック博物館からは美しいレマン湖畔の眺めが広がっているそうです。その庭に咲くシャクナゲは見事。湖畔の景観に一層の彩を添え、訪れる多くの人が写真に収めているそうです。
　【以下は雪子さんのコメントから】 ローザンヌ・フランソワ広場では赤、白のマロニエが満開でした。リラの花も満開です。既に終わりに近いものもあります。今は夜８時半ころまで明るいため、散歩に出掛けることができます。「あっ、いい香り…」とあたりを見回すと、リラの花です。そして、お庭で、テラスで夕食に和気藹々の人々を見かけます。

こちらに来てから４０年ほどになりますが、いつも不思議に思っていた木があります。「松とか杉の仲間かしら」と考えていたのですが、ピンクなのです。それが先日、側にいた人にお聞きすると、これは「タマリスクだよ」と教えてくれました。そしてインターネットで調べてみると、中国原産でギョリュウ（御柳）ということも分かりました。何とも不思議な木でした。
山形東濤会に新たなサークル
【論語の「濤親論語会」と俳句の「濤句会」】
古稀を迎え、ますますチャレンジ意欲が旺盛な東濤会諸氏。今年２月、新たに２つのサークルを発足させた。

一つは気軽に、自由に「論語」に親しもうという「濤親論語会」。もう一つは俳句の「濤句会」。

論語は隔月に１回、俳句は毎月１回、山形市霞城公民館の一室に集う。これまで趣味のサークルとして囲碁愛好会（園部稔会長）、ゴルフ愛好会（加藤洋一会長）、麻雀愛好会（推名誠一世話役）、謡曲の濤謡会（兼子正克会長）がそれぞれ定期的な活動を続けており、これでサークル数は６つになった。

【“気軽に自由に”がモットーの論語会。講師は佐藤浩平君】
「子曰く、学んで時に之を習ふ。亦説ばしからずや。朋あり遠方より来る、亦楽しからずや…」の有名な文章で始まる論語。

中国だけではなく世界の各国で２０００年以上も多くの人から愛読され、道徳とか、倫理とか、人の生きる道しるべとして、最大級の評価を受けているのは皆さんご承知の通り。

その論語に、気軽に自由に親しもう－というのが「濤親論語会」だ。メンバーは１４人。昨年、兵庫県明石市から山形市に移り住んだ佐藤浩平君を講師に迎え、勉強会は偶数月の第３金曜日に開く。テキストは講談社学術文庫の「論語新釈」（宇野哲人著）＝写真左＝を使用している。ほかに講師の佐藤君が毎回、文章の意訳や語句の解釈、登場人物の人柄、特徴などをまとめた丁寧なレジメを準備してくれる。

勉強会は２月１８日（金）から始まり、４月１５日（金）に２回目が開かれた。１回目は「子曰く、学んで時に…」の１節から６節まで。２回目は７節から１６節まで進み、このうちの１５節は“切磋琢磨”が出てくる節だった。これからどんな文章や言葉に出会えるのか楽しみでもある。毎回、出席した１人１人が、それぞれ共感を覚えたり、啓発された文章や言葉などについて意見を出し合ったりもしている。

この中から「“濤子”曰く…」といった名言を期待したいところだが、知識肥りの目立ちがりやが多い東濤会子では説得力が伴うかどうか？（鈴木正朗君）という声もある。いずれにしても和気藹々。次回が待ち遠しい勉強会でもある。

今後の日程は次の通り。

６月１７日・８月１９日・１０月２１日・１２月１６日＝いずれも第３金曜日。（事務局・井上茂）

【俳句の会は毎月第２金曜日に集う。指導は「仏の息」の三井君】
古稀を迎えた私たちの年齢になれば俳句ほど良い趣味はないでしょう。俳句をする人の平均寿命は一般の人に比べると約１０年長いと言われていました。

俳句は楽しいものです。一瞬一瞬はすぐに無くなってしまいますが、俳句にしておけばその一瞬が定着されるのです。

また、思うようにならない辛さの中にあっても、生きてゆくことの勇気を養うことができる－と高有な俳人は言っています。

　とにかく安あがりで鉛筆と句帖があれば始められ、歳時記と辞書があれば充分です。句会ともなれば老若男女が集い、平等なやり方で進められます。（濤句会は現在、東濤会員のみ参加）

　以前から俳句会を希望する声がありました。東濤会事務局が多くの人に呼びかけ、入念な準備の上に本年２月２５日に発足しました。当日の参加者による話し合いで次のように決まりました。

・名称を濤句会（とうくかい）とする。

・指導を三井量光（幸太郎）さんにお願いする。三井さんは俳句結社「人」の幹部同人。山形県俳人協会副会長、山新「俳壇」選者。句集として「仏の息」ほか。

・例会は毎月第２金曜日午後１時３０分から４時まで。

・会場は山形市霞城公民館。

・年会費は１，０００円。

・代表は安部忠昭さん。

現在の会員は安部拙郎（忠昭）、井上茂、市川みち、木村勲、佐藤阿義（章夫）、推名誠一、清水彬、杉浦文明、鈴木正朗、中島美通、三井量光さんたちです。　　　どうぞ散歩がてらにお立ち寄りください。６月は１０日を予定しています。

（市川みち）

【３月の句会より】

頑くなにへばりついてる残り雪　　　拙　郎

啓蟄や投手ゆうゆうマウンドへ　　　み　ち

孫娘雛飾りしのメール読む　　　　　　茂

いつの間に厚き下着に慣れてきた　　　勲

論語読む老いの集いに春の風　　　　阿　義

春来ても靴音涸れし地下の道　　　　誠　一

つや姫に蕗の薹味噌待ち遠し　　　　　彬

花芽ゆらし風が春野に誘ってる　　　文　明

図書館の庭に淡雪鳥遊ぶ　　　　　　正　朗

千歳山日に日に細るまだら雪　　　　美　通
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東濤文化祭：音楽と作品アラカルト


【今年１０月、山形市の文翔館と国際ホテルで開催】


　東濤会では初めての企画となる「東濤文化祭：音楽と作品アラカルト」を今秋、山形市で開催します。東濤会メンバーがこれまで趣味でたしなんできた音楽や古典芸能などの演奏と、絵画や陶磁器、俳画、俳句などの作品を発表し合い、多くの人から鑑賞してもらうのが狙い。期間中に山形東濤会の「芋煮会」を兼ねた懇親会も開きます。主な内容は次の通り。


【音楽会】日時：平成２３年１０月５日（水）午後１時３０分より


　　　　　会場：文翔館（旧県議会議事堂）議場ホール


　　　　　出演：クラシック演奏（三浦剛君ほか４人）


　　　　　　　　ポピュラーバンド（近藤元一君ほか４人）


　　　　　　　　親子３代コーラス（鈴木哲雄君ほかご家族）


　　　　　　　　能舞・謡曲（佐藤章夫君ほか４人）


　　　　　　　　他にジャズ、イタリア民謡、三味線演奏など。


【作品展】期日：平成２３年１０月２日（日）～１０月１０日（火）


　　　　　会場：山形国際ホテル４階展示室「メセナ」


　　　　　作品：日本画、陶磁器、俳画、俳句など１０数人の出展を予定しています。他に出展希望者は大歓迎です。


【懇親会】日時：平成２３年１０月５日（水）午後６時より


　　　　　会場：山形国際ホテル


山形東濤会の「芋煮会」を兼ねて開催します。


【宿　泊】１０月５日（水）の夜、遠隔地から来形する方々のため、


山形国際ホテルのシングルルーム１０室を予約しています。


料金は６，０００円（朝食付き）です。


※次回発行（９月上旬の予定）の東濤会だよりで詳しい出演、出展者等をお知らせします。








【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス　①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。





ギョリュウ








リラの花





ここまで浸水した－と恐怖を語る渡辺宏君





【東濤会だより送付と年会費振り込みのお願い】


会員の皆様へ


　皆様お元気ですか。今般の東日本大震災と津波、そして原発事故には本当に驚かされました。


　ところで「東濤会だより」も今回で第１３号となりました。年３回の発行ペースを守り５年目です。若干の経費不足は山形東濤会から補填して頂いております。


　現在、このたよりを郵送させて頂いている方は約１２０人。インターネット閲覧者は３０人～４０人です。


　年会費は各々１，０００円および５００円となっております。郵便振込用紙を同封しましたので、会費振り込みの件、よろしくお願いいたします。


　皆様方のご健康とご活躍を心よりご祈念申し上げます。


平成２３年５月吉日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　東濤会だより事務局・鈴木　正朗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原英雄


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水　　彬


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松永　貴夫


【振込先】加入者名：東濤会


　　　　　口座記号番号：０２２００－６－９００７６





サクランボ畑をバックに阿部宇一郎君





孔子像に迫る濤親論語会の例会





おじゃまします（会員歴訪）





濤句会のメンバー。佐藤（章）、清水の両君は欠席





マロニエ





シャクナゲ








PAGE  
4

